
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

平

成

二

十

八

年

度

県

統

計

調

査

の

実

施

統

計

分

析

課

【

公

告

】

○

随

意

契

約

の

相

手

方

の

決

定

税

務

課

○

応

急

入

院

指

定

病

院

の

指

定

健

康

推

進

課

○

県

営

土

地

改

良

事

業

の

換

地

処

分

耕

地

課

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

岡

山

県

公

報
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
二
十
六
号

平
成
二
十
八
年
度
に
お
い
て
、
次
の
県
統
計
調
査
を
実
施
す
る
。

平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

県
統
計
調
査
の
名
称
及
び
目
的

１

名
称

岡
山
県
女
性
の
活
躍
推
進
に
関
す
る
調
査

２

目
的

県
内
の
企
業
に
お
け
る
採
用
、
昇
進
の
実
態
等
の
女
性
の
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
状
況
を
把
握

し
、
今
後
の
各
種
の
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
す
る
。

二

県
統
計
調
査
の
対
象
の
範
囲

１

地
域
的
範
囲

県
全
域

２

属
性
的
範
囲

日
本
標
準
産
業
分
類
に
掲
げ
る
大
分
類

鉱
業

採
石
業

砂
利
採
取
業

建
設
業

製

「

、

、

」
、
「

」
、
「

造
業

「
電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
・
水
道
業

「
情
報
通
信
業

「
運
輸
業
、
郵
便
業

「
卸

」
、

」
、

」
、

」
、

売
業
、
小
売
業

「
金
融
業
、
保
険
業

「
不
動
産
業
、
物
品
賃
貸
業

「
学
術
研
究
、
専
門

」
、

」
、

」
、

・
技
術
サ
ー
ビ
ス
業

「
宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

「
教
育
、
学
習
支
援
業

「
医
療
、

」
、

」
、

」
、

福
祉

「
複
合
サ
ー
ビ
ス
業
」
又
は
「
サ
ー
ビ
ス
業
（
他
に
分
類
さ
れ
な
い
も
の

」
に
属
す
る

」
、

）

企
業
の
う
ち
、
従
業
者
が
十
人
以
上
の
企
業

三

報
告
を
求
め
る
事
項
及
び
そ
の
基
準
と
な
る
期
日
又
は
期
間

１

報
告
を
求
め
る
事
項

企
業
の
概
要
、
従
業
員
の
構
成
、
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
、
所
定
外
労
働
時
間
、
従
業
員
の
採

用
及
び
退
職
、
女
性
の
管
理
職
へ
の
登
用
並
び
に
女
性
の
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
事
項

２

そ
の
基
準
と
な
る
期
日
又
は
期
間

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

四

報
告
を
求
め
る
者

二
の
う
ち
三
千
社

五

報
告
を
求
め
る
た
め
に
用
い
る
方
法

郵
送
調
査
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六

報
告
を
求
め
る
期
間

平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
一
月
十
二
日
ま
で

七

実
施
部
課
名

県
民
生
活
部
男
女
共
同
参
画
青
少
年
課
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〔
五
一
九
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う

）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の

。

と
お
り
契
約
の
相
手
方
等
を
決
定
し
た
。

平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

特
定
役
務
の
名
称

共
通
基
盤
等
の
更
新
に
伴
う
税
務
シ
ス
テ
ム
移
行
業
務

二

契
約
期
間

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
八
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
総
務
部
税
務
課

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

四

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
八
日

五

契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

株
式
会
社
日
立
製
作
所

広
島
県
広
島
市
中
区
袋
町
五
番
二
五
号

六

契
約
金
額

、

、

（

、

、

）

四
八

一
六
八

〇
〇
〇
円

う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
三

五
六
八

〇
〇
〇
円

七

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続
（
契
約
方
法
）

随
意
契
約

八

随
意
契
約
の
理
由

政
令
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
た
め
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〔

〕

（

）

五
二
〇

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号

第
三
十
三
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
精
神
科
病
院
と
し
て
、
次
の
医
療
機
関
を
指
定
し
た
。

平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

医
療
機
関
の
名
称

社
会
医
療
法
人
高
見
徳
風
会

希
望
ヶ
丘
ホ
ス
ピ
タ
ル

二

所
在
地

津
山
市
田
町
一
一
五

三

指
定
期
間

平
成
二
十
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
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〔
五
二
一
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
九
項
の
規
定

に
よ
り
、
県
営
土
地
改
良
事
業
の
換
地
処
分
を
次
の
と
お
り
行
っ
た
。

平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

地
区
名

美
作
地
区

第
７
工
区

赤
田
団
地

二

換
地
処
分
年
月
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
三
日
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〔
五
二
二
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

都
窪
郡
早
島
町
早
島
字
七
反
地
二
八
〇
三

七

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

都
窪
郡
早
島
町
早
島
二
八
〇
三

井
谷

進

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
二
一
八
号
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